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介護ウェーブ推進ニュース介護ウェーブ推進ニュースSTOP！STOP！介護崩壊介護崩壊

－介護ウェーブの ”Big Wave” をおこそう！－－介護ウェーブの ”Big Wave” をおこそう！－

多くの市民・地域の事業所に「介護改善の声」を届ける取り組みを具体化しよう！

大きく拡がる「介護保険改善の声」 県内各地で取り組み！（福岡）
福岡県では、福岡市、北九州市、大牟田市で

それぞれ宣伝行動が行われ、地域の人々に介護

保険の改善を呼びかけました。

北九州市では小倉駅前（ 人参加・ビラ配布14
枚・署名 筆 、戸畑駅前（ 人参加・ビ200 66 12）

ラ配布 枚・署名 筆 、徳力団地（ 人500 118 11）

参加・ビラ配布 枚・署名 筆 、京町病院50 75 ）

内（ 人参加・ビラ配布 枚・署名 筆）22 245 32
で宣伝行動が取り組まれ、 人が参加し、ビラ66
を約 枚配布、署名 筆を集めました。博多駅前では、福岡民医連の呼びかけで大規模な宣伝1,000 291
行動が行われたほか、福岡県庁で県当局との懇談・意見交換（健和会から 人が参加）が実施され、2
多くの問題点を県当局者と共有することができました。

県当局者から「厚生労働省を信頼していない」との趣旨の発言が
福岡県との懇談・意見交換では、県当局者が現

段階での福岡県の介護保険行政の現状について説

明し、参加者の質疑に答えましたが、多くの部分

は「国の方針次第」ということで、県独自の介護

保険改善の方向は明らかになりませんでした。や

りとりの中で、福岡県全体の介護保険財政の剰余

分が概ね 億円にのぼることが明らかになりまし69
たが、この処理については未確定であることが分

かりました。また、療養型病床の老人保健施設へ

の転換は 施設 床とほとんど進んでおらず、当1 20
局者も国の削減方針押しつけに困惑しているように見えました。

介護サービスの各現場（特養、訪問介護、ケアマネジメント等）から、介護保険制度の問題点につ

いて具体的に意見を述べ、今後の計画策定への取り組みを要請しました。

焦点となったのは介護サービス従事者の待遇問題です。介護保険サービスの場合、経費のほとんど

は人件費であり、介護報酬が決まればほぼ自動的に介護従事者の時間あたり賃金がきまるという仕組

みですが、介護報酬が全くそれに見合っていないという現状が具体的に示されました。県独自の施策

としては難しい問題ですが、国への要望として強く働きかけるよう要請しました。

介護保険制度をめぐっては、当初から国当局に対する県や市町村の当局者の批判的姿勢が見え隠れ

していましたが、制度の矛盾が拡大していくにつれ、その傾向はますます強まっているように見えま

す 「厚生労働省を信頼していない」との趣旨の発言が県当局者からなされるというひと幕もありま。

したが、各レベルの当局者との意見交換・懇談を通じて、現状認識の一致をはかっていく取り組みは

（健和会介護ウェーブ推進ニュース第 号 より）ますます重要になってきているようにみえました。 1 2008.11.13



お問い合わせは 「介護ウェーブ推進本部」事務局：山平・名波まで、

TEL 03-5842-6451 ／ FAX 03-5842-6460 ／ E-mail min-kaigo@min-iren.gr.jp

「介護の日」全国統一行動 昼と夜の取り組み！（福岡・親仁会）

署名用紙を本屋さんで増刷し、介護改善ビラもあっという間になくなる
親仁会では 「介護の日」全国一斉行動の取り組みで、昼、

（ ： ～ ： ）に「大牟田ゆめタウン」で宣伝・署名13 30 14 30
行動、夜（ ： ～ ： ）に地域の事業所にも参加を呼18 30 20 00
びかけ学習会を開催しました。

、宣伝・署名行動には

法人外の地域の事業所

から2名の参加者も含め

て 名が参加。のぼり30
旗を 本立て、 名の介8 3
護職員が元気よくリレートークで、介護改善を訴えました。用

、 、意していた介護改善ビラ３００枚は アッと言う間になくなり

署名用紙もすぐそばの本屋さんでコピーをして増刷したほどで

した。署名は1時間の行動で１８２筆集まりました。

地域の事業所にも参加を呼びかけた学習会は、福岡県

介護福祉士会副会長の大中智明氏を講師に 『介護職員の、

現状と課題～私達の「いま」と「これから」～』という

テーマで開催しました。 名の参加で、友の会の他、法88
人外の つの介護事業所からも参加がありました。学習6
会の後、講師の大中氏から、介護福祉士会へ入会して一

緒に頑張りましょうと訴えがありました。なお、福岡民

医連の取り組みでは、 名の参加で福岡県と自治体交渉31
（福岡県側 名）が行われています。5
（2008年11月13日 福岡・親仁会 猿渡賢さんより）

「介護の日」一斉行動に参加194名、署名609筆、チラシ配布1,695枚
○福岡民医連「介護の日」取り組み一覧
法人 事業所 場所 時間 参加 署名 チラシ配布 備考

大手町病院 小倉駅 14～15 14 66 200健和会

戸畑けんわ病院 戸畑駅 14～15 19 118 500 介護職7名

おさゆきリハ 徳力団地 14～15 11 75 50 介護職4名

京町 院内 終日 22 32 245 介護職12名

合計 66 291 995

親仁会 ﾕﾒﾀｳﾝ大牟田 13:30～14:30 30 85 300

くるめ生協 ﾕﾒﾀｳﾝ久留米 12～13 41 148 理事6名含む

福岡医療団・ちどり福祉 博多駅 12:30～13:15 57 85 400

会・NPOひまわり・県連

合計 194 609 1,695

（ 福岡民医連「介護の日」宣伝行動の概要報告より）2008.11.13


